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研究分野：  総合領域 
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１．研究計画の概要 
脳の情報統合機構として重要な働きを
持ち、感覚から認知まで、普遍的な機能
であるバインディングという重要な脳
機能に注目し、特に高次認知と記憶に関
する機能を解明するため、海馬領域にお
けるバインディングの脳イメージング
研究を目指す。  
バインディングの脳イメージング計測
を可能とするＥＥＧとＭＲＩの同時記
録とその解析を目指す。脳の解剖学的結
合データを収集し、計算論的モデル化に
活かすことで、バインディングの脳認知
科学モデル構築を目指す。  
 
 
２．研究の進捗状況 

本研究の特徴である、バインディング

の脳イメージング計測を可能とするＥＥ

ＧとＭＲＩの同時記録実験系の完成を目

指している。ＧＥ製のＭＲＩ装置のTEや

TR時間精度のふらつきが原因となって

ノイズの削減が十分果たせないため、そ

の対策をハードウエアおよびソフトの両

面からはかっている。  
 拡散テンソルMRI計測と解析を、解

剖学な神経結合データ取得の為に導入す

るなど、MRI計測面での進捗があった。  
心理・認知レベルでの計算論的モデル

の開発し、また海馬バインディングの脳

科学的バックグランドを明らかにするな

ど、海馬バインディングの脳認知科学モ

デル化について検討を開始した。  
  

以上のように、ＥＥＧとＭＲＩの同時

記録実験系の構築に努力し、改善を続け

、今後の研究推進の目処をつけていたが

、3月11日の東日本大震災の被害を受け

、現在研究は止まっている。  
具体的には、ＥＥＧとＭＲＩの同時記

録実験システムと、MRI解析用サーバに

重大な損害を受けた。MRI自体は損傷を

免れたが、電力や研究予算の問題等があ

り、未だ正常なMRI実験ができない状態

である。ＥＥＧとＭＲＩの同時記録実験

システム、MRI解析用サーバの早急な再

構築が必要である。  
 
 
３．現在までの達成度 
 ④ やや遅れている。 
 ＥＥＧとＭＲＩの同時記録実験系の
問題から、全体的に研究遂行が遅れてい
たが、H23 年 3 月時点で７０％ほどの達
成度に達し「②おおむね順調に進展して
いた」と考える。  
 しかし、3 月 11 日の東日本大震災の
被害を受け、現在研究が止まると共に、
ＥＥＧとＭＲＩの同時記録実験システ
ム、MRI 解析用サーバが破損し、早急な
再構築が必要になるなど、H23 年 5 月時
点での達成度は、50％ほどに後退した。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
  ＥＥＧとＭＲＩの同時記録実験シス
テム、MRI 解析用サーバの早急な再構築
を計り、遅れを取り戻す必要がある。  
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 MRI の消費電力が大きいことから、夏
季の MRI 実験の実施が危ぶまれること
などから、研究計画の来年度へ遅延など
の研究計画の見直しが必要と考える。  
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